
請
願
第
５

－

３
号

不
採
択
と
す
る
理
由
は
「
益
税
と
な
る

預
か
り
金
解
消
の
取
組
み
と
し
て
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
必
要
」
と
の
こ
と
だ
が
、
今

年
２
月
10
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で

「
消
費
税
は
預
か
り
金
で
は
な
い
た
め
、

益
税
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
政
府
が
認

め
て
い
る
。

賛
成

大
名 

美
恵
子 

議
員

請
願
第
５

－

２
号

議
案
第
48
号

物
価
高
、
低
賃
金
の
中
で
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
や
個
人
事
業
主
の
多
く
が
こ
の
制
度

に
つ
ぶ
さ
れ
、
失
業
・
廃
業
の
リ
ス
ク
を

背
負
う
よ
う
に
な
る
。
生
活
弱
者
い
じ
め
、

冷
た
い
政
治
の
典
型
の
制
度
。
良
い
と
言

う
人
は
弱
い
立
場
の
人
へ
の
想
像
力
が
働

か
な
い
。

賛
成

阿
部 

功
志 

議
員

税
の
公
平
公
正
は
大
切
だ
が
、
い
ま
だ

制
度
内
容
の
周
知
が
不
十
分
。
個
人
事
業

主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
中
心
に
大
混
乱
を

招
い
て
い
る
。
現
状
で
無
理
に
進
め
る
こ

と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
二
の
舞

い
、
国
全
体
が
混
乱
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

賛
成
光
風
会
　
恵
利 

い
つ 

議
員

大
名 

美
恵
子 

議
員

国
に
納
め
る
べ
き
消
費
税
が
事
業
者
の

手
元
に
残
る
「
益
税
」
の
解
消
が
必
要
。

中
小
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、

激
変
緩
和
措
置
が
適
用
さ
れ
、
制
度
開
始

後
３
年
間
は
、
納
付
額
を
売
り
上
げ
に
係

る
消
費
税
額
の
20
％
に
軽
減
す
る
。

反
対

公
明
党 

岡
崎
　 

悟 

議
員

新
政
と
う
か
い笹嶋 

士
郎 

議
員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
消
費
者
か
ら
預

か
っ
た
消
費
税
を
課
税
事
業
者
が
納
税
す

る
制
度
。
日
々
の
消
費
で
消
費
税
を
無
条

件
で
支
払
う
年
収
１
０
６
万
円
以
下
の
労

働
者
、
低
所
得
者
や
年
金
受
給
者
を
思
う

時
、
収
税
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
本
請
願

に
反
対
。

反
対
新
政
と
う
か
い三上

　 

修 

議
員

反
対 介

護
保
険
制
度
の
利
用
者
は
、
設
立
当

初
比
で
３
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
職
員
の
確
保
な
ど
も
課
題
で
あ

る
。
改
善
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
審

議
会
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
議
論
に
よ
り
利

用
者
本
位
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

反
対

公
明
党 
植
木 
伸
寿 

議
員

議
案
第
43
号

今
で
は
須
和
間
幼
稚
園
施
設
の
新
た
な

活
用
案
を
示
さ
れ
る
時
期
と
な
っ
た
が
、

幼
稚
園
を
１
園
に
統
合
す
る
方
針
及
び
議

会
に
も
住
民
に
も
あ
ま
り
に
突
然
だ
っ
た

20
年
９
月
11
日
の
庁
議
決
定
は
認
め
ら
れ

な
い
。

大
名 

美
恵
子 

議
員

反
対

反
対 石

神
幼
稚
園
は
令
和
７
年
度
末
に
廃
止

と
保
護
者
や
地
域
住
民
に
一
切
の
説
明
、

協
議
な
く
一
方
的
に
通
知
。
令
和
３
年
に

保
護
者
や
自
治
会
が
存
続
請
願
、
署
名
簿

１
０
８
４
名
を
添
え
モ
デ
ル
幼
稚
園
と
し

て
存
続
を
要
望
。
特
色
あ
る
幼
児
教
育
を
。

反
対

村
上 

　
孝 

議
員

介
護
保
険
料
等
の
負
担
軽
減
や
介
護
保

険
財
政
の
国
庫
負
担
割
合
の
大
幅
な
引
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
介
護
保
険

制
度
は
、
国
の
審
議
会
で
十
分
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
国
庫
負
担
割
合
の
引
上
げ

は
、
国
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
で
は
認
め

ら
れ
な
い
。

大
名 

美
恵
子 

議
員

利
用
料
引
き
上
げ
や
介
護
は
ず
し
を
や

め
、
職
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
、

介
護
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負
担
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
請
願
に
賛
同
す
る
。
住
民
の

声
を
意
見
書
と
し
て
国
に
提
出
す
る
の
が

地
方
議
会
の
役
割
。

賛
成

神
楽
沢
近
隣
公
園
の
管
理
運
営
を
、
職

員
の
事
務
負
担
軽
減
と
維
持
管
理
費
削
減

を
理
由
に
営
利
企
業
等
に
委
ね
る
こ
と
に

は
反
対
。
公
の
施
設
の
役
割
は
「
住
民
の

福
祉
を
増
進
」
す
る
こ
と
。
職
員
は
住
民

と
直
接
触
れ
合
い
な
が
ら
公
務
を
果
た
す

こ
と
が
重
要
。

　
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対

す
る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め
て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に

賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

論
討

9
月
定
例
会
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